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の
日
の
う
ち
に
学
校
給
食
に

食
育
に
つ
な
が
る
地
場
野
菜
を
届
け
る

羽
村
市
農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
学
校
給
食
食
材
生
産
部

　

羽
村
市
と
瑞
穂
町
の
公
立
小
・
中
学
校
全
17
校
に
１
日
約
７
０
０
０
食
の
給
食
を
提
供
す
る
、
羽
村
・
瑞
穂
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
地
場
産
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
令
和
５
年
２
月
に
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
の「
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
」の
部
で
、
東
京
都
知
事
賞
及
び
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
環
境
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】（令和 5 年12 月撮影）
学校給食センターに納品するブロッコ
リー畑で、羽村市農業後継者クラブ学
校給食食材生産部の皆さん

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

そ
市民インタビュー35

石
田　
正
弘
さ
ん（
63
）

30
歳
の
時

に
父
が
亡
く

な
り
、
何
も

知
ら
ず
に
継

ぎ
ま
し
た
。

農
家
の
先
輩
方
に
教
え
ら
れ
て
経
験
を

積
み
ま
し
た
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
タ

マ
ネ
ギ
、
秋
に
は
ニ
ン
ジ
ン
や
長
ネ
ギ

を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
農
業
委

員
会
会
長
と
し
て
農
業
振
興
や
農
地
管

理
、
後
継
者
育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
と
し
て

学
校
給
食
へ
の
納
品
の
始
ま
り
は

宮
川　
豊
さ
ん（
54
）

　
羽
村
・
瑞

穂
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ

ー
が
開
設
さ

れ
た
当
時
、

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
の
先
輩
方
の
出
荷

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
で
き
た

羽
村
市
農
産
物
直
売
所
と
も
連
携
し
、

30
年
に
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
し
た
ま
の

指
導
・
協
力
の
も
と
、
現
在
で
は
、
６

品
目
の
契
約
栽
培
と
、
時
期
ご
と
の
さ

ま
ざ
ま
な
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

宮
川　
修
典
さ
ん（
44
）　

Ｉ
Ｔ
会
社

を
辞
め
、
父

の
跡
を
継
ぎ

ま
し
た
。
タ

マ
ネ
ギ
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
に
携
わ
り
、

新
た
な
視
点
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、

責
任
感
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
自
家

産
野
菜
で
餃
子
も
作
り
ま
す
。

田
村　
克
也
さ
ん（
52
）

12
年
前
に

勤
め
を
辞
め
、

家
業
の
野
菜

農
家
を
継
ぎ

ま
し
た
。
就

▲ 給食センターへ朝8時までに納品。この日は、ニンジンと白菜で合わせて約344キログラム。
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農
と
同
時
に
後
継
者
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、

タ
マ
ネ
ギ
と
ニ
ン
ジ
ン
を
学
校
給
食
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。
出
荷
し
た
日
に
、

市
内
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
か
ら「
担

任
の
先
生
が
今
日
の
タ
マ
ネ
ギ
美
味
し

い
ね
っ
て
言
っ
て
い
た
よ
」と
言
わ
れ

ま
し
た
。
味
が
分
か
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

早
朝
の
大
量
出
荷
は
大
変
で
す
ね

宮
川（
豊
）　
朝
８
時
ま
で
に
、
洗
っ
て

大
き
さ
が
揃
っ
た
状
態
で
給
食
セ
ン
タ

ー
に
届
け
ま
す
。
献
立
が
カ
レ
ー
の
日

に
は
タ
マ
ネ
ギ
を
４
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

出
荷
。
前
日
に
雪
が
降
る
と
収
穫
が
大

変
な
の
で
、
天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
納
品
す
る
以
上
責
任

が
あ
る
の
で
、
土
日
前
の
金
曜
日
は
ホ

ッ
と
し
て
い
ま
す
。

職
場
体
験
受
け
入
れ
で
食
育
も

宮
川（
修
）　
活
動
を
通
じ
、
食
育
へ
の

思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
通
学
路
の

途
中
に
畑
が
あ
る
羽
村
市
だ
か
ら
こ
そ
、

畑
に
も
っ
と
近
付
い
て
も
ら
い
、
食
べ

物
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
教
え
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

田
村　
中
学
生
の
職
場
体
験
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
時
期
が
合
え
ば
学
校
給
食

用
の
野
菜
収
穫
の
手
伝
い
を
お
願
い
し

ま
す
。
収
穫
の
際
に
、「
明
日
の
給
食

用
だ
よ
。
君
た
ち
の
責
任
だ
よ
」と
伝

え
る
と
、
後
日「
美
味
し
か
っ
た
よ
」と

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。

石
田　
受
注
調
整
や
清
算
な
ど
は
、
Ｊ

Ａ
に
し
た
ま
が
間
に
入
り
、
ま
た
、
需

要
の
多
い
タ
マ
ネ
ギ
の
定
植
機
、
収
穫

機
を
提
供
し
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

田
村　
市
内
な
の
で
、
昨
日
収
穫
し
た

野
菜
が
給
食
と
し
て
今
日
出
る
こ
と
が

一
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
土
地
に

合
っ
た
品
種
な
ど
、
自
分
た
ち
で
出
来

る
技
術
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
植
え

付
け
か
ら
学
校
給
食
ま
で
、
作
物
の
成

長
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
子
供
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

今
後
の
農
業
の
在
り
方
や
展
望
は

石
田　
国
や
都
の
支
援
は
新
規
就
業
者

に
向
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
課
題
は

後
継
者
の
減
少
で
す
。
労
働
力
に
比
べ

て
農
産
物
の
低
価
格
、
相
続
税
の
大
き

さ
で
農
地
を
手
放
す
人
も
多
い
の
が
現

状
で
、
都
市
農
業
に
お
け
る
大
き
な
課

題
で
す
。
今
後
も
安
心
安
全
な
野
菜
を

届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

宮
川（
修
）　
地
産
地
消
は
自
分
た
ち
の

顔
が
見
え
る
と
同
時
に
、
作
る
野
菜
が

自
分
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
農
家
だ

か
ら
地
域
に
還
元
で
き
る
こ
と
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
時

な
ど
の
緊
急
時
に
野
菜
を
提
供
す
る
こ

と
も
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
畑
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

宮
川（
豊
）　
作
物
に
は
旬
が
あ
る
の
で
、

美
味
し
い
旬
の
時
期
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
子
供
た
ち
の
感
想
も
返
し

て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
の
で
、
栄
養
士

の
方
と
連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
。
学

校
給
食
の
経
験
か
ら
大
量
生
産
、
供
給

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。
体
験
し
て
、

農
業
の
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
。
み
ん
な
、
口
下

手
だ
か
ら（
笑
）。

インタビューを終えて

　早朝の納品後、9時半からのインタビ
ューでした。体と土地は切り離せない「身

し ん

土
ど

不
ふ

二
じ

」。その土地で採れた旬の食材が
健康体をつくります。国内食料自給率が
38パーセントまで減少する中で、農業に
携わる皆さんの奮闘に敬意を表します。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

羽村市農業後継者クラブ
学校給食食材生産部

	団体構成　5人
	出荷野菜　契約野菜６品目（チンゲン
菜、タマネギ、ニンジン、長ネギ、
白菜、大根）、時期ごとにホウレンソ
ウやカブ、キュウリなども出荷して
います。給食センターの地場産野菜
使用率は約47パーセントで年間7万
9346キログラムにもなります。

▼  地場産のニンジンとキャベツを
使用した小学校の給食 ▼  小学校給食は１日4500食
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

市
長
提
出
議
案

■�

高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
を
有

す
る
人
材
を
採
用
す
る
た
め
の
条

例
を
制
定

羽
村
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例

【
主
な
内
容
】　
地
方
公
共
団
体
の
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法

律
及
び
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
高

度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
等
を
有
す
る

人
材
を
任
期
を
定
め
て
採
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
１
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

任
期
付
職
員
は
、
ど
う
い
っ
た
業

務
に
従
事
さ
せ
る
予
定
か
。

防
災
・
危
機
管
理
分
野
、
法
務
や

訴
訟
分
野
、
情
報
技
術
分
野
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

■�

水
道
料
金
を
引
上
げ

羽
村
市
給
水
条
例
及
び
羽
村
市
布

設
工
事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
水
道
料
金

を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
７
年
４
月
１
日
、
令

和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

討
論

反
対　
施
行
ま
で
の
１
年
間
の
猶
予

は
評
価
す
る
が
、
異
常
な
物
価
高
の
中
、

全
市
民
が
利
用
す
る
水
道
料
金
の
値
上

げ
は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。�

�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
今
後
、
１
０
０
０
万
円
程
度

の
減
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
経
営
努

力
を
行
う
こ
と
を
前
提
に
適
正
な
公
共

福
祉
の
推
進
の
た
め
、
賛
成
。

�

（
新
政
会
）

■ 

第
４
回
定
例
会
（
12
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
に
関
す
る
議
案
16
件
、
補
正
予
算
案
３
件
、
そ
の
他
の
議

案
3
件
、
専
決
処
分
の
報
告
２
件
、
あ
わ
せ
て
24
件
を
可
決
・

承
認
し
ま
し
た
。

■ 

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
４
件
は
３
件
が
不
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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■�
下
水
道
使
用
料
を
引
上
げ

羽
村
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
下
水
道
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
10
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

下
水
道
は
全
市
民
が
使
用
す
る
が
、

受
益
者
負
担
を
理
由
と
し
、
物
価
高
騰

の
中
で
値
上
げ
を
す
る
理
由
は
。

使
用
さ
れ
た
分
の
料
金
を
負
担
い

た
だ
く
考
え
で
あ
り
、
安
心
し
て
使
用

い
た
だ
け
る
よ
う
、
最
善
な
経
営
を
行

う
た
め
の
適
正
な
料
金
と
捉
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
施
行

時
期
を
答
申
よ
り
半
年
間
延
期
し
た
。

討
論

反
対　
物
価
高
騰
の
中
、
誰
も
が
使

用
す
る
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
避

け
る
べ
き
で
あ
り
、反
対
。�（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
今
後
の
施
設
の
整
備
な
ど
を

踏
ま
え
た
、
収
益
収
支
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
、
賛
成
。�

（
新
政
会
）

■�

ゆ
と
ろ
ぎ
の
施
設
使
用
料
を

　
引
上
げ

羽
村
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と

ろ
ぎ
管
理
運
営
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
羽
村
市
使
用
料
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
施
設
の
使

用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
令
和
６
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

市
内
と
市
外
の
方
で
料
金
を
変
え

る
と
の
こ
と
だ
が
、
確
認
方
法
は
。

団
体
で
の
利
用
の
際
は
、
申
請
の

際
に
名
簿
な
ど
で
確
認
す
る
。

利
用
率
が
30
パ
ー
セ
ン
ト
と
低
い

中
で
の
引
上
げ
の
理
由
は
。

利
用
率
の
低
下
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
あ
る
。
施
設
の
維
持
管
理
費
が

高
騰
し
て
い
る
こ
と
と
、
施
設
の
修
繕

等
が
今
後
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

討
論

反
対　
物
価
高
騰
が
続
く
中
で
、
受

益
者
負
担
論
で
の
値
上
げ
は
見
送
る
べ

き
で
あ
り
、
反
対
。�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
近
年
の
状
況
か
ら
施
設
の
安

全
な
維
持
管
理
の
た
め
の
適
切
な
料
金

設
定
は
妥
当
で
あ
り
、賛
成
。�（
新
政
会
）

反
対　
市
民
が
気
兼
ね
な
く
使
用
で

き
る
よ
う
、
現
在
の
料
金
の
ま
ま
と
す

べ
き
と
考
え
、
反
対
。

�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の

墜
落
事
故
に
対
す
る
意
見
書

（
要
旨
）

　
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ
Ｖ
‐
22
オ
ス
プ

レ
イ
が
鹿
児
島
県
屋
久
島
沖
に
墜
落

し
た
こ
と
に
対
し
、
原
因
究
明
と
再
発

防
止
を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、
防
衛

大
臣
、
北
関
東
防
衛
局
長

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

介
護
・
障
害
福
祉
分
野
等
に
お
け

る
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

（
要
旨
）

　
政
府
に
対
し
て
、
介
護
職
員
等
の
賃

金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
改

革
と
同
時
に
、
職
員
の
人
権
を
尊
重
し

生
活
を
保
障
す
る
取
組
み
を
迅
速
に

推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

厚
生
労
働
大
臣
、
財
務

大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

（
要
旨
）

　

ガ
ザ
地
区
で
起
き
て
い
る
悲
惨
な

状
況
を
一
刻
も
早
く
止
め
、
和
平
に
向

け
た
わ
が
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
を
強
く
望
む
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
紛
争
の
即
時
停
止
を
求
め

る
意
見
書

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

（
12
月
５
日
・
８
日
・
21
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■市長提出議案の議決結果
＜第4回定例会（12月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果
専決処分の承認を求めることについて〔損害
賠償額の決定について・令和5年11月24日
専決〕　→住民税非課税世帯等に対する価格高
騰緊急支援給付金補助金及び臨時特別給付金補
助金の超過交付額返還金の支払が遅延したた
め、損害賠償として延滞金を支払う必要が生じ、
専決処分したため、議会の承認を求める。 原案承認
専決処分の承認を求めることについて〔令和
5年度羽村市一般会計補正予算（第6号）・令
5年11月24日専決〕　→歳入歳出それぞれ96
万8千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出
それぞれ251億8,799万6千円とする必要が生
じ、専決処分したため、議会の承認を求める。
羽村市情報公開条例の一部を改正する条例　
→市政情報の開示請求に対する写しの閲覧に係
る実費を徴収するため、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例　
→令和5年度に限り設定されていた市の都市計画
税の特例措置が終了することに伴い、引き続き
特例措置を設けるため、条例の一部を改正する。
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例　→関係法令の施行に
伴い、条例の一部を改正する。
羽村市学童クラブ条例の一部を改正する条例　
→令和6年4月1日から羽村市立富士見小学校内に
新たに学童クラブを開設するとともに、児童福祉
法及び国の放課後児童クラブ運営指針に基づく
文言等の整理を行うため、条例の一部を改正する。
羽村市駅前駐車施設の設置及び使用に関す
る条例の一部を改正する条例　→駐車施設の
使用料を改定するため、条例の一部を改正する。

　
　

件名・概要 議決結果
羽村市水道事業の設置等に関する条例等の
一部を改正する条例　→地方自治法の一部改
正に伴い、関係する条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市一般職の任期付職員の採用及び給与
の特例に関する条例　→P4
羽村市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例　→関係法令の一部改正に伴い、条例の
一部を改正する。
令和5年度羽村市一般会計補正予算（第7号）　
→歳入歳出それぞれ1億3,170万9千円を増額
し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ253億
1,970万5千円とする。
令和5年度羽村市一般会計補正予算（第8号）　
→歳入歳出それぞれ8,523万9千円を増額し、
補正後の予算額を歳入歳出それぞれ254億494
万4千円とする。
令和5年度羽村市後期高齢者医療会計補正予
算（第2号）　→歳入歳出それぞれ46万5千円を
増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ15
億1,741万6千円とする。
旧自然休暇村解体工事の変更契約について　
→旧自然休暇村解体工事について、構造物除却
後の植栽工事の実施時期に変更が生じたことか
ら工期を変更する。
羽村市動物公園の指定管理者の指定について　
→羽村市動物公園に係る指定管理者を指定す
る。【指定管理者の名称】株式会社横浜八景島【指
定の期間】令和6年4月1日〜令和9年3月31日
羽村市スイミングセンターの指定管理者の
指定について　→羽村市スイミングセンター
に係る指定管理者を指定する。【指定管理者の
名称】大和興産株式会社・特定非営利活動法人
羽村市体育協会【指定の期間】令和6年4月1日〜
令和10年3月31日

＜第4回定例会（12月）で賛否の分かれた議案＞（12月8日）

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双
（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市事務手数料条例の一部を改正する条例　
→印鑑登録証明等の事務手数料を改定するとともに、
戸籍法の改正に伴い、新たに規定する事務を追加し、
また、租税特別措置法の改正に伴い、手数料を徴収す
る事務の整理を行うため、条例の一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

原案可決

羽村市生涯学習センターゆとろぎ管理運営条例の一
部を改正する条例　→P5 〇 〇

〇
× × 〇 × 〇

×
羽村市体育館管理運営条例の一部を改正する条例　
→スポーツセンターの施設使用料を改定するため、条
例の一部を改正する。

〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

羽村市富士見斎場条例の一部を改正する条例　
→斎場の使用料を改定するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

羽村市産業福祉センター条例の一部を改正する条例　
→産業福祉センターの使用料を改定するため、条例の
一部を改正する。

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
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■議員提出議案の審議結果
件名 議決結果

CV-22オスプレイの墜落事故に対する意見書　→P5

原案可決介護・障害福祉分野等における処遇改善等を求める意見書　→P5

イスラム組織ハマスとイスラエルの紛争の即時停止を求める意見書　→P5

■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　　欠…欠席

 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　□□…趣旨採択　　欠…欠席

■会 派 名■ 　新…新政会　　公…公明党　　令…令和かがやき（立憲・無所属）　　共…日本共産党
 　ネ…市民ネットワーク　　都…羽村市議会都民ファーストの会　　世…世論　　双…双葉会

凡　
例

※ 表中の二段書きは、会派内で賛否
が分かれたことを表します。

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双

（6）（4）（2）（1）（1）（1）（1）（1）

「ガソリン価格の高騰対策として、トリガ
ー条項の発動とガソリン税・軽油取引税へ
の消費税課税停止・見直しを求める意見
書」を政府に送付することを求める陳情書

総務
委員会 × × 〇 〇 × × 〇 × 不採択

「脱原発・脱炭素と再生可能エネルギーへ
のエネルギー転換に向けた政策を加速する
ことを求める意見書」提出を求める陳情書 環境まち

づくり
委員会

□□ □□ ー ー □□ ー □□ ー 趣旨採択※

羽村駅西口土地区画整理事業（羽村大橋
東詰）に関する陳情書 × × × 欠 × 〇 × × 不採択

羽村市福祉事務所処務規程第5条の「所長
は、上司の命を受け」の改正を求める陳情

文教厚生
委員会 × × × × × × × × 不採択

※趣旨採択を求める討論と採決（採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と決定しました。

＜第4回定例会（12月）で賛否の分かれた議案＞（12月21日）

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 共 ネ 都 世 令 双
（6）（4）（2）（1）（1）（1）（1）（1）

羽村市下水道条例の一部を改正する条例　→P5 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

原案可決

羽村市給水条例及び羽村市布設工事監督者及び水
道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正
する条例　→P4

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

羽村市廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条
例の一部を改正する条例　
→粗大ごみの排出等の手数料を改定するため、条例の
一部を改正する。

〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 〇
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市政について問う

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
４
回
定
例
会
で
は
、

12
月
５
日
、
６
日
、
７
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

16
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
12
月
時
点
の
も
の
で
す
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
　
市
内
事
業
所
の
減
少
が

続
く
要
因
は
。

市
長
　
人
口
減
少
に
伴
う
国
内

需
要
の
減
少
や
人
材
不
足
に
よ

る
廃
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

質
問
　
教
育
機
関
と
連
携
し
た

人
材
育
成
等
へ
の
取
組
み
は
。

市
長
　
今
年
度
、
羽
村
市
商
工

会
が
都
立
羽
村
高
校
の
生
徒
を

対
象
と
し
た
市
内
企
業
へ
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
市
内
の
多
様
な
業
種
・

分
野
が
相
乗
的
に
発
展
す
る
た

め
に
、
各
業
種
・
分
野
間
の
連

携
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
か
。

市
長
　
企
業
間
マ
ッ
チ
ン
グ
や

支
援
の
充
実
を
図
り
、
新
し
い

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
持
つ
新
た

な
事
業
や
付
加
価
値
の
創
出
等

に
よ
り
、
産
業
全
体
の
活
力
向

上
に
取
り
組
む
。

男
性
の
※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て

質
問
　
国
や
東
京
都
等
の
動
き
は
。

市
長
　
国
は
予
防
接
種
法
上
の

定
期
接
種
と
し
て
の
位
置
付
け

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
都

の
保
健
医
療
局
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
市
区
町
村
へ
の
補

助
事
業
に
係
る
経
費
を
、
令
和

６
年
度
当
初
予
算
に
要
求
し
た
。

質
問
　
男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
関
す
る
情
報
を
市

民
に
提
供
し
て
き
た
か
。

市
長
　
男
性
は
予
防
接
種
法
上

の
任
意
接
種
で
あ
り
、
積
極
的

に
勧
奨
を
行
う
定
期
接
種
と
は

異
な
る
た
め
、
情
報
提
供
し
て

い
な
い
。

質
問
　
学
校
で
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
や
ワ

ク
チ
ン
等
へ
の
教
育
は
。

教
育
長
　
中
学
校
保
健
体
育
の

保
健
分
野
で
指
導
を
行
って
い
る
。

櫻沢　裕人 議員（新政会）

《Ｑ》市内事業所の減少が続く要因は
《Ａ》国内需要の減少や人材不足による廃業などである

羽村市内の事業所数（第二次羽村市産業振
興計画、令和3年経済センサスより）

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
…
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

に
関
す
る
が
ん
や
感
染
症

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
。
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﹁
幸こ
う

齢れ
い

社
会
﹂
へ

認
知
症
対
策
の
充
実
を

質
問
　
令
和
７
年
に
は
65
歳
以

上
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
市

も
同
様
に
推
計
し
て
い
る
か
。

市
長
　
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

数
は
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
認
知
症
の

高
齢
者
も
増
加
し
て
い
く
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　
国
の
認
知
症
基
本
法
の

成
立
を
受
け
、
市
で
も
推
進
基

本
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
今
後
、
国
や
東
京
都
の

計
画
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
、

策
定
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
大
き
な
事
件
や
事
故
を

起
こ
し
た
場
合
の
賠
償
保
険
へ

の
加
入
や
一
部
助
成
を
し
て
は
。

市
長
　
加
入
は
家
族
の
責
任
に

お
い
て
判
断
し
て
い
た
だ
く
も

の
と
捉
え
て
い
る
。
市
は
、
徘

徊
行
動
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者

の
家
族
を
支
援
す
る
徘
徊
高
齢

者
探
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
、
偶

然
の
事
故
に
よ
り
、
法
律
上
の

損
害
賠
償
責
任
を
負
っ
た
際
に

備
え
る
日
常
生
活
賠
償
保
険
を

付
帯
し
て
い
る
。

質
問
　
難
聴
に
な
る
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
に
く
さ

か
ら
、
認
知
症
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
へ
補
聴
器
購
入
助
成
を
し

て
は
ど
う
か
。

市
長
　
国
や
都
、
近
隣
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ

し
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
の
再

開
は
。

市
長
　
主
催
者
と
の
情
報
共
有

等
を
行
い
、
再
開
に
向
け
支
援

し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て

中嶋　勝 議員（公明党）

《Ｑ》認知症基本法を受け、推進基本計画が必要では
《Ａ》国や都の計画内容を確認し、策定を検討していく

はむらオレンジカフェ（認知症カフェ）とは、認知症の方やご家族、地域住民等どなたでも、

自由に参加できる集いの場です。

認知症カフェの運営に協力したいというボランティアを募集します。

住民の視点を活かした参加者とのコミュニケーション、給仕などできる範囲で構いません。一

緒にたのしく活動して下さる方、ボランティアとしてオレンジカフェにご参加ください。

●はむらオレンジカフェの運営ボランティアとして
★参加者とのコミュニケーション
★飲み物の給仕や会場の準備・片づけ など。
＊認知症カフェごとに、「ボランティアの活動内容」は異なり
ます。

●その他、市が行う認知症事業の支援に関すること。

認知症支援ボランティア「オレンジ」の問い合わせ先

羽村市 福祉健康部 高齢福祉介護課 介護予防・地域支援係

０４２－５５５－１１１１ 内線 456
（平日 8:30～17:00）

★羽村市在住・在勤・在学で、認知症サポーター養成講座を修

了されている 15歳以上（中学生除く）の方
＊ボランティア活動保険に加入していただくことが必要です。
既にボランティア活動保険に加入されている方は事前にご
相談ください。
＊ボランティア活動は無償で行っていただきます。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
市
内
６
か
所
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

の
う
ち
、
５
か
所
が
開
催
で
き
て
い
な
い

《Ｑ》重層的支援体制整備事業の支援をどう捉えているか
《Ａ》支援機関等が連携し伴走支援する体制の構築が重要

﹁
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
﹂

で
安
心
な
暮
ら
し
を

　
こ
れ
ま
で
の
福
祉
制
度・政
策

と
支
援
ニ
ー
ズ
と
の
間
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
背

景
に
、
厚
生
労
働
省
は
、
社
会

福
祉
法
改
正
に
よ
り
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
を
創
設
し
た
。

質
問
　
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
の
支
援
を
、
市
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
支
援
関
係
機
関
等
が
相

互
に
連
携
し
、
本
人
や
世
帯
に

寄
り
添
い
、
伴
走
支
援
す
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

子
ど
も
家
庭
部
と
福
祉
健
康
部

が
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

質
問
　
複
合
的
な
問
題
を
抱
え

る
相
談
に
対
し
、関
係
す
る
部・

課
は
ど
う
連
携
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
関
係
部
署
が
組
織
横
断

的
に
連
携
し
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

多
文
化
共
生
の
た
め
の
教
育
と

ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
い
て

質
問
　
学
校
教
育
に
お
け
る
多

文
化
共
生
の
知
識
や
理
解
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

教
育
長
　
伝
統・文
化
を
理
解・

尊
重
し
、
文
化
交
流
を
行
う
た

め
の
資
質
や
能
力
を
育
む
こ
と

で
あ
る
。
各
学
校
で
は
多
文
化

共
生
の
基
盤
と
な
る
道
徳
的
な

判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
や

態
度
を
育
ん
で
い
る
。

質
問
　
多
文
化
共
生
、
ア
イ
ヌ

文
化
振
興
に
つ
い
て
普
及
啓
発

を
進
め
て
は
。

市
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
誰
も
が
お
互
い

の
生
活
や
文
化
を
尊
重
し
た
、

多
文
化
共
生
に
関
す
る
理
解
促

進
、
普
及
啓
発
に
取
組
む
。

金子　ひとみ 議員（公明党）

アイヌの伝統的な文化や伝承活動を紹介し
た事業（プリモホールゆとろぎ）



ぎかいのトビラ（令和 6.2.1） 10

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号
線

周
辺
の
課
題
に
つ
い
て

質
問
　
東
京
都
が
進
め
て
い
る

羽
村
大
橋
拡
幅
工
事
の
進
捗
は
。

市
長
　
玉
川
町
内
で
、
橋
台
や

橋
脚
の
構
造
設
計
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
の
地
質
調

査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

羽
村
大
橋
桁
下
付
近
で
事
業
地

整
備
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
神
明
台
２
丁
目
物
流
倉

庫
建
設
工
事
に
伴
う
安
全
対
策
は
。

市
長
　
資
材
の
運
搬
車
両
の
搬

出
入
を
西
多
摩
産
業
道
路
か
ら

市
道
第
２
０
２
号
線
を
利
用
し

て
計
画
地
内
に
進
入
し
、
出
口

を
西
多
摩
産
業
道
路
方
向
に
す

る
こ
と
で
安
全
対
策
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
車
両
出
入
り
口

に
は
誘
導
員
を
配
置
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

学
校
教
育
の
課
題
に

真
正
面
か
ら
挑
戦
を

　
こ
れ
ま
で
重
ね
て
質
問
し
て

き
た
中
で
、
羽
村
市
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
と
特
別
支
援
教
育
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

質
問
　
教
育
ビ
シ
ョ
ン
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
実
施
に

際
し
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

共
感
の
輪
を
広
げ
る
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
今
後
の
学
校
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
、
簡

潔
に
ま
と
め
て
い
く
。

質
問
　
通
常
学
級
に
お
け
る
気

に
な
る
児
童
・
生
徒
の
対
応
へ

の
対
策
は
。

教
育
長
　
各
校
２
人
以
上
の
教

員
を
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
指
名
し
、

校
内
に
お
け
る
支
援
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

石居　尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》羽村大橋拡幅工事の現在の進捗は

《Ａ》基礎資料を得るための地質調査を実施している

東京都が工事を行う羽村大橋

《Ｑ》新たな財源確保に向けた取組みは
《Ａ》遊具メーカーとネーミングライツ協定を締結した

新
た
な
財
源
の
確
保
に
向
け
て

　
さ
ら
な
る
創
意
工
夫
で
新
た

な
財
源
確
保
手
段
の
拡
大
を
。

質
問
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
や
企
業
版
を
含
め

た
ふ
る
さ
と
納
税
の
新
た
な
拡

大
に
向
け
た
取
組
み
は
。

市
長
　
新
た
に
市
内
の
遊
具
メ

ー
カ
ー
、
日
都
産
業
株
式
会
社

と
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
協
定
を

締
結
。
江
戸
街
道
公
園
に
遊
具

等
の
提
供
を
受
け
、愛
称
を「
に

っ
と
ぱ
ー
く
」
と
定
め
た
。

質
問
　
市
役
所
や
他
の
公
共
施

設
で
、
施
設
の
特
徴
、
用
途
、

地
域
性
を
鑑
み
た
広
告
掲
載
を

し
て
は
。

市
長
　
市
の
歳
入
獲
得
に
つ
な

が
る
取
組
み
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
施
設
等
で
有
料
の
広
告
が
導

入
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

若
者
の
活
躍
で

希
望
あ
ふ
れ
る
羽
村
市
に

　

市
は
「（
仮
称
）
羽
村
市
こ

ど
も
計
画
」
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
も
若
者
と
と
も
に

考
え
、
関
心
を
抱
き
、
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

質
問
　
策
定
に
向
け
、
若
者
支

援
の
視
点
で
の
目
的
、
方
向
性

な
ど
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長
　
若
者
へ
の
意
見
聴
取
や
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意
見

な
ど
か
ら
方
向
性
を
整
理
す
る
。

質
問
　
若
者
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
協
議
体
等
を
設
置

し
て
は
。

市
長
　
若
者
が
参
画
し
や
す
い

環
境
整
備
が
重
要
。
引
き
続
き
、

調
査
研
究
す
る
。

質
問
　
子
供
や
若
者
が
取
り
組

む
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
は
。

市
長
　
先
進
事
例
な
ど
も
踏
ま

え
、
子
供
・
若
者
の
育
成
支
援

へ
具
体
的
な
取
組
み
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

富永 訓正 議員（公明党）

にっとぱーく（江戸街道公園）
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市
内
建
設
業
者
の
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て

質
問
　
市
の
工
事
請
負
契
約
に

お
け
る
現
場
代
理
人
お
よ
び
監

理
技
術
者
等
の
常
駐
義
務
の
緩

和
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

市
長
　
市
が
発
注
す
る
工
事
で

は
、
適
切
な
施
工
の
た
め
、
工

事
現
場
へ
の
現
場
代
理
人
や
監

理
技
術
者
の
常
駐
を
義
務
付
け

て
お
り
、
他
の
工
事
と
の
兼
務

は
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

常
駐
義
務
を
緩
和
し
た
場
合
、

他
の
工
事
と
の
兼
務
が
可
能
に

な
り
、
効
率
的
な
人
員
配
置
、

工
事
の
生
産
性
向
上
、
受
託
機

会
の
拡
大
等
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
す
で
に
実
施
し
て
い
る

東
京
都
や
近
隣
自
治
体
で
は
大

き
な
課
題
は
生
じ
て
い
な
い
と

の
こ
と
か
ら
、
見
直
し
を
進
め

て
い
く
。

羽
村
駅
西
口
地
区
の

都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る

検
討
報
告
に
つ
い
て

質
問
　
１
月
に
方
針
を
示
す
と

の
事
だ
が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

市
長
　
検
討
報
告
書
等
に
基
づ

き
、
令
和
６
年
１
月
に
は
、
羽

村
駅
西
口
地
区
の
将
来
を
見
据

え
、
権
利
者
の
皆
さ
ま
の
負
担

軽
減
を
第
一
に
考
慮
し
た
令
和

６
年
度
か
ら
の
実
施
計
画
を
立

案
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
区
画
整
理
以
外
の
手
法

を
取
っ
た
場
合
、
新
た
な
事
業

計
画
が
必
要
に
な
り
、
事
業
は

一
時
中
断
さ
れ
る
の
か
。

市
長
　
土
地
区
画
整
理
事
業
以

外
の
手
法
を
一
部
に
取
り
入
れ

る
場
合
、
必
然
的
に
事
業
計
画

の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。
新
た

な
事
業
計
画
が
決
定
す
る
ま
で

事
業
は
一
時
停
止
す
る
と
捉
え

て
い
る
。

秋山 義徳 議員（新政会）

《Ｑ》現場代理人常駐義務の緩和について市の考えは

《Ａ》義務付けており他工事と兼務できないが、今後見直す

市内道路建設工事現場

大塚 あかね 議員（令和かがやき（立憲・無所属））

《Ｑ》急げ！カスハラ対策！
《Ａ》東京都の検討状況をみて啓発に努める

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
職
場
づ
く
り

　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

通
常
業
務
へ
の
支
障
や
従
業
員

へ
の
精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
、

企
業
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
カ

ス
ハ
ラ
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

質
問
　
市
内
事
業
所
の
被
害
状

況
は
。

市
長
　
羽
村
市
商
工
会
が
過
去

に
相
談
を
受
け
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
被
害
に
あ
っ
た
場
合
の

対
策
は
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
　
羽
村
市
商
工
会
で
は
、

被
害
に
あ
っ
た
方
の
安
全
確
保

や
精
神
面
の
配
慮
等
を
行
う
よ

う
指
導
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
市
役
所
内
の
状
況
は
。

市
長
　
大
き
な
声
で
叱
責
さ
れ

た
り
、
長
時
間
に
渡
る
も
の
も

あ
る
が
、
カ
ス
ハ
ラ
と
断
定
し

た
も
の
は
な
い
。

質
問
　
防
止
措
置
な
ど
の
対
策
は
。

市
長
　
不
当
行
為
等
・
行
政
対

象
暴
力
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
周
知
し
て
い
る
。

質
問
　
加
害
者
に
な
ら
な
い
た

め
に
市
民
へ
の
啓
発
が
必
要
で
は
。

市
長
　
東
京
都
の
検
討
状
況
を

注
視
し
、
適
宜
啓
発
に
努
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹁
は
む
ら
ん
﹂

に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

質
問
　
羽
村
東
コ
ー
ス
の
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
は

い
つ
行
わ
れ
る
の
か
。

市
長
　
令
和
６
年
２
月
に
運
行

ル
ー
ト
及
び
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
車
両
の
老
朽
化
が
著
し

い
が
、
定
期
的
に
買
い
替
え
を

行
う
の
か
。

市
長
　
計
画
的
に
入
れ
替
え
を

行
っ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
質
問

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

市
内
ス
ー
パ
ー
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
ポ
ス
タ
ー
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

欠
員
補
充
を

質
問
　
欠
員
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
打
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
定
員
52
人
に
対
し
、
現

在
18
人
の
欠
員
が
生
じ
て
い
る
。

町
内
会
長
・
自
治
会
長
や
、
全

て
の
市
職
員
に
も
候
補
者
の
情

報
提
供
を
依
頼
し
、
担
当
部
署

が
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

水
道
管
路
の
老
朽
化
・

耐
震
化
対
策
の
強
化
を

　
市
の
水
道
管
路
は
老
朽
化
が

進
み
、
耐
震
化
率
も
東
京
都
の

48
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
市
は

６
・
57
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
変
遅

れ
が
出
て
い
る
。

質
問
　
首
都
直
下
地
震
が
起
き

た
場
合
、
そ
の
規
模
に
応
じ
た

給
水
状
況
を
ど
う
予
測
し
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

市
長
　
上
水
道
の
断
水
率
が

67
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
と
想
定
さ

れ
都
内
で
最
も
高
く
、
給
水
の

復
旧
に
は
一
定
期
間
を
要
す
る

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

応
急
給
水
や
東
京
都
小
作
浄
水

場
か
ら
の
受
水
体
制
も
整
え
て

あ
る
。

保
育
へ
の
運
営
支
援
の
強
化
を

　
保
育
現
場
で
は
、
子
供
や
そ

の
家
族
に
関
連
し
た
対
応
、
課

題
を
抱
え
る
子
供
の
受
け
入
れ
、

さ
ら
に
職
員
確
保
な
ど
が
困
難

の
中
で
も
、
子
供
た
ち
や
保
護

者
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問
　
全
国
的
に
小
・
中
学
校

の
給
食
費
の
無
料
化
が
進
ん
で

い
る
。
保
育
園
で
も
３
歳
児
か

ら
５
歳
児
が
実
費
徴
収
さ
れ
て

い
る
副
食
費
の
市
の
補
助
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
副
食
費
は
、
区
市
町
村

に
統
一
的
な
対
応
が
図
ら
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
国

や
東
京
都
に
対
し
東
京
都
市
長

会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る
。

浜中 順 議員（日本共産党）

《Ｑ》地域福祉に欠かせない民生・児童委員の欠員対策は
《Ａ》定員 52人に欠員 18人。補充に向け職員が交渉中
災
害
時
の
断
水
等
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
耐
震
管
へ
の
管
種
替
え
を
す
る
様
子

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問
　
今
後
の
水
上
公
園
の
運

営
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長
　
市
民
の
皆
さ
ま
が
年
間

を
通
じ
て
利
用
で
き
る
施
設
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
多

摩
川
周
辺
が
も
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
生
か
し
た
活
用
方
法
に
つ

い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
検
討
を
進
め
、
令
和

７
年
度
ま
で
に
、
新
た
な
活
用

方
法
等
を
決
定
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
と
し
て
活
用
す
る
。

羽
村
市
の
教
育
に
つ
い
て

質
問
　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
よ
る
家
庭
訪
問
の
回
数
は
。

ま
た
、
家
庭
訪
問
後
の
児
童
・

生
徒
の
実
情
等
を
学
校
と
共
有

で
き
て
い
る
か
。

教
育
長
　
不
登
校
対
策
に
お
け

る
家
庭
訪
問
を
含
む
対
応
は
、

第
一
義
的
に
学
級
担
任
が
行
っ

て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
主
に
関
係
機
関

と
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
限

ら
れ
た
場
合
に
家
庭
訪
問
を
行

っ
て
い
る
。
訪
問
回
数
は
延
べ

７
回
で
あ
り
、
家
庭
訪
問
を
行

っ
た
際
は
、
当
日
中
に
管
理
職

や
担
任
等
に
報
告
し
、
児
童
・

生
徒
の
状
況
や
訪
問
の
内
容
を

情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
確
認

を
行
っ
て
い
る
。

市
民
の
声
に
つ
い
て

質
問
　
長
期
的
な
視
野
で
見
た

市
の
交
通
網
へ
の
考
え
は
。

市
長
　
多
摩
地
域
の
産
業
振
興

や
、
南
北
方
向
の
公
共
交
通
の

充
実
を
図
る
た
め
、
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
な
ど
、
広

域
的
な
地
域
を
結
ぶ
こ
と
の
で
き

る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
が
重

要
で
あ
る
。

《Ｑ》今後の水上公園の運営についての考えは
《Ａ》令和７年度までに、新たな活用方法等を決定

現在、休止している水上公園

菅 勇真 議員（双葉会）
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虐
待
を
起
こ
さ
せ
な
い

地
域
で
見
守
る
環
境
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て

質
問
　
令
和
４
年
度
に
児
童
虐

待
相
談
と
し
て
、
市
が
対
応
し

た
件
数
は
。

市
長
　
過
去
最
多
の
６
８
５
０
件

で
、
令
和
３
年
度
と
比
較
し
、

18
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

質
問
　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
に
お
け
る
市
の
取
組
み
は
。

市
長
　
虐
待
に
気
付
い
た
方
が

速
や
か
に
相
談
や
通
告
が
で
き

る
よ
う
、
児
童
相
談
所
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
１い

ち

８は
や

９く

な
ど
児
童

虐
待
に
係
る
相
談
窓
口
を
周
知

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

ナ
ッ
ジ
理
論
の

政
策
活
用
に
つ
い
て

　
ナ
ッ
ジ
理
論
は
比
較
的
少
な

い
費
用
負
担
で
人
々
の
自
発
的

な
望
ま
し
い
行
動
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
有
効
な
政
策

形
成
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。

質
問
　
全
庁
的
に
職
員
の
資
質

リ
テ
ラ
シ
ー
と
し
て
保
有
す
べ

き
ス
キ
ル
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

市
長
　
デ
ー
タ
分
析
な
ど
の
手

法
を
活
用
し
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証

拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
研
修

の
実
施
も
含
め
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の

推
進
と
一
体
的
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
対
応
す
る
。

町
内
会
・
自
治
会
の

防
災
体
制
の
強
化
を

質
問
　
東
京
都
が
実
施
し
た
関

東
大
震
災
１
０
０
年　

町
会
・

自
治
会
防
災
力
強
化
助
成
事
業

の
制
度
を
利
用
し
た
町
内
会
・

自
治
会
は
ど
の
く
ら
い
か
。

市
長
　
各
町
内
会
・
自
治
会
が

都
へ
直
接
申
請
す
る
も
の
で
あ

り
、
数
や
購
入
し
た
防
災
備
蓄

品
に
つ
い
て
、
市
で
は
把
握
し

て
い
な
い
。

野崎　和也 議員（新政会）

《Ｑ》児童虐待防止推進月間における市の取組みは
《Ａ》相談窓口の周知とリーフレットを活用した啓発を実施
児
童
虐
待
防
止
を
普
及
啓
発
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
オ

レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

物
価
高
が
続
く
も
と
、
公
共
料
金

値
上
げ
は
ス
ト
ッ
プ
し
よ
う
！

　
物
価
高
が
続
く
も
と
、
公
共

料
金
の
値
上
げ
は
行
わ
ず
、
市

の
内
部
努
力
を
強
め
る
こ
と
を

求
め
た
い
。

質
問
　
上
下
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
は
、
行
う
べ
き
で
は
な
い

の
で
は
。

市
長
　
施
設
の
更
新
・
耐
震
化

の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
現
在
、

料
金
の
改
定
時
期
な
ど
を
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　
ご
み
袋
の
料
金
な
ど
、

ご
み
処
理
手
数
料
の
引
き
上
げ

は
行
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
。

市
長
　
西
多
摩
衛
生
組
合
の
構

成
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
来
年
度
か
ら
の
値
上
げ

を
検
討
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

市
長
　
ゆ
と
ろ
ぎ
使
用
料
や
住

民
票
交
付
手
数
料
な
ど
、
使
用

料
４
件
と
手
数
料
24
件
の
増
額

の
改
定
案
を
今
次
定
例
会
に
提

案
し
て
い
る
。

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
は
ど
う
な
る
の
か
？

質
問
　
今
回
示
さ
れ
た
「
検
討

報
告
書
」
で
は
、
エ
リ
ア
を
５

つ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
る
。

な
ぜ
５
つ
と
し
た
の
か
。

市
長
　
都
市
計
画
道
路
の
位
置

を
考
慮
し
、
既
存
道
路
を
境
界

と
し
て
区
割
り
を
し
た
。

質
問
　「
修
復
型
の
区
画
整
理
」

手
法
は
、
十
分
に
導
入
可
能
で

は
な
い
か
。

市
長
　
部
分
的
な
整
備
と
な
り
、

導
入
は
難
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　
結
局
、
ほ
と
ん
ど
変
更

な
し
で
進
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長
　
令
和
6
年
１
月
に
、
実

施
計
画
を
立
案
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
お
答

え
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

鈴木 拓也 議員（日本共産党）

《Ｑ》上下水道料金は引き上げるべきではないのでは
《Ａ》料金の改定内容などを、慎重に検討している

羽村市水道事務所
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介
護
離
職
はなぜ

増
え
て
い
る
か

　
平
成
27
年
、
安
倍
内
閣
は
介

護
離
職
ゼ
ロ
を
目
標
に
定
め
た
。

し
か
し
、
令
和
４
年
に
は
10
万

人
を
超
え
た
。
仕
事
と
介
護
の

両
立
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
問
う
。

質
問
　
市
の
介
護
離
職
者
数
を

把
握
し
て
い
る
か
。

市
長
　
把
握
し
て
い
な
い
。

質
問
　
市
職
員
で
介
護
休
暇
制

度
を
利
用
し
た
職
員
は
。

市
長
　
直
近
の
５
年
間
で
１
人

で
あ
る
。

質
問
　
介
護
休
暇
制
度
は
周
知

が
進
ん
で
い
な
い
の
で
は
。

市
長
　
職
員
に
は
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
周
知
を
行
い
、
市

民
に
は
国
や
東
京
都
の
取
組
み

を
周
知
し
て
い
く
。

質
問
　
介
護
離
職
ゼ
ロ
を
進
め

る
た
め
に
何
が
必
要
か
。

市
長
　
両
立
支
援
制
度
を
利
用

し
や
す
い
機
運
を
醸
成
し
、
活

用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

市
長
が
公
約
で
掲
げ
た

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
の
検
証
に
つ
い
て

質
問
　
市
長
の
公
約
の
区
画
整

理
の
検
証
と
は
、
財
政
面
か
ら

の
検
証
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

市
長
　
仮
住
ま
い
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
の
仮
換
地
先
へ
の
返
地
、

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
12
号

線
や
駅
前
交
通
広
場
の
早
期
整

備
を
合
理
的
か
つ
効
果
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
費
の

削
減
に
つ
な
が
り
、
財
政
の
健

全
化
と
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　
今
後
、
現
計
画
よ
り
さ

ら
に
事
業
費
が
膨
ら
む
の
で
は
。

市
長
　
本
事
業
の
現
在
の
事
業

計
画
を
執
行
し
て
い
く
う
え
で
、

事
業
費
の
上
昇
を
抑
制
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
市
の
教
育
の
諸
課

題
を
問
う

介護に関する相談ができる地域包括支援セ
ンター

《Ｑ》介護離職ゼロに向けて何が必要か
《Ａ》制度を利用しやすい機運を醸成し、活用すること

馳平 耕三 議員（令和かがやき（立憲・無所属））

山崎 陽一 議員（世論）

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
66
弾

　
羽
村
駅
西
口
地
区
の
都
市
基

盤
整
備
に
関
す
る
検
討
を
問
う
。

質
問
　
な
ぜ
東
京
都
区
部
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
検
討
に
使
っ
た
か
。

市
長
　
基
準
事
例
が
少
な
く
、

事
業
を
見
直
し
た
昭
島
市
も
参

考
に
し
た
。
都
の
指
示
で
は
な
い
。

質
問
　
市
長
の
「
議
員
も
共
に

考
え
て
ほ
し
い
」
の
真
意
は
。

市
長
　
事
業
検
証
を
掲
げ
市
政

を
行
っ
て
き
た
。
議
員
も
都
市

基
盤
整
備
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

し
い
、
と
の
想
い
で
あ
る
。

質
問
　
区
画
整
理
で
も
事
業
費
、

住
民
負
担
の
軽
減
が
必
要
と
言

う
。
具
体
的
手
法
は
。

市
長
　
整
備
手
順
の
工
夫
、
不

要
移
転
の
検
討
、
先
行
取
得
用

地
の
活
用
の
３
点
で
あ
る
。

質
問
　
裁
判
原
告
１
０
０
人
以

上
が
移
転
拒
否
な
ら
事
業
は
出

来
な
い
と
の
質
問
に
「
重
々
承

知
し
て
い
る
」の
答
弁
の
真
意
は
。

市
長
　
移
転
が
滞
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
、
事
業
の
進
捗
が
困
難

に
な
る
と
お
答
え
し
た
。

質
問
　
優
先
整
備
の
都
市
計
画

道
路
３
・
４
・
12
号
線
、
駅
前

広
場
に
関
係
す
る
地
域
で
移
転

拒
否
な
ら
ど
う
す
る
か
。

市
長
　
進
捗
が
困
難
と
な
る
。

質
問
　
進
捗
率
は
事
業
費
面
30

パ
ー
セ
ン
ト
。
移
転
棟
数
は
18

パ
ー
セ
ン
ト
。単
純
計
算
で
１・

５
倍
。
事
業
完
了
ま
で
事
業
費

は
２
０
０
億
円
増
加
す
る
。
ど

う
す
る
か
。

市
長
　
施
行
期
間
は
こ
の
先
13

年
。
推
量
は
困
難
で
あ
る
。

質
問
　
本
町
一
広
場
は
鉄
扉
で

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。
対
応
は
。

市
長
　
皆
さ
ま
に
自
由
に
利
用

さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
維
持
管

理
は
町
内
会
、
利
用
者
の
協
力

で
行
う
。

《Ｑ》都道優先整備地区の移転拒否にはどう対応するか

《Ａ》事業の進捗が困難となる

「市は指示していない」と言う、鉄扉で閉鎖
された495万円で整備した本町一広場
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未
来
に
つ
な
が
る

学
校
教
育
環
境
の
整
備
を

質
問
　
学
校
の
規
模
に
つ
い
て

の
検
討
状
況
は
。

教
育
長
　
今
後
、
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
市

内
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
つ
い
て
、
標
準
規

模
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
の
地
理

的
特
性
や
教
育
効
果
等
も
考
慮

し
、
議
論
し
て
い
る
。

質
問
　
令
和
７
年
、
17
年
、
27

年
、
37
年
の
小
学
校
・
中
学
校

の
在
籍
予
測
は
。

教
育
長
　
令
和
７
年
は
小
学
校

２
３
５
７
人
、
中
学
校
１
３
１

３
人
。
17
年
は
小
学
校
２
０
８

２
人
、
中
学
校
１
１
０
６
人
。

27
年
は
小
学
校
１
７
５
７
人
、

中
学
校
９
４
５
人
。
37
年
は
小

学
校
１
４
７
５
人
、
中
学
校
８

０
０
人
と
予
測
し
て
い
る
。

質
問
　
将
来
の
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
市
民
参
加
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長
　
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
つ
い
て
年
度
内
に

と
り
ま
と
め
、
市
民
に
公
開
す

る
。
そ
の
後
、
羽
村
市
公
共
施

設
等
管
理
計
画
に
基
づ
き
具
体

案
を
作
成
す
る
段
階
で
、
市
民

の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
る
。

質
問
　
羽
村
第
一
中
学
校
の
劣

化
度
調
査
が
始
ま
る
が
、
工
事

完
了
ま
で
の
年
数
は
。

教
育
長
　
令
和
６
年
度
に
劣
化

度
調
査
、
７
年
度
に
基
本
設
計
、

８
年
度
に
実
施
設
計
、
９
か
ら

10
年
度
に
工
事
の
予
定
で
あ
る
。

質
問
　
長
寿
命
化
工
事
で
学
校

の
耐
用
年
数
は
ど
れ
ほ
ど
延
伸

す
る
か
。

教
育
長
　
お
お
む
ね
30
年
延
伸

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
駅
西
口
地
区
は
人

口
減
少
社
会
に
見
合
っ

た
整
備
手
法
に
変
更
を

羽村第一中学校

《Ｑ》学校の長寿命化工事で耐用年数は何年延伸できるか
《Ａ》おおむね 30年延伸できると考えている

門間　淑子 議員（市民ネットワーク）

人
間
ド
ッ
ク
助
成
に
つ
い
て

質
問
　
か
つ
て
市
が
行
っ
た
人

間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
内
容
は
。

市
長
　
平
成
16
年
度
ま
で
実
施

し
た
、
40
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
公
立
福
生
病
院
の
日
帰
り

人
間
ド
ッ
ク
費
用
を
半
額
助
成

す
る
事
業
で
あ
る
。

質
問
　
こ
の
助
成
制
度
を
廃
止

し
た
背
景
は
。

市
長
　
検
査
項
目
の
多
く
が
市

が
実
施
し
て
い
た
検
診
の
検
査

項
目
に
包
含
さ
れ
て
い
た
た
め
。

質
問
　
市
で
助
成
す
る
考
え
は
。

市
長
　
各
種
検
診
を
実
施
し
、

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
へ
の
取

組
み
は
充
足
し
て
い
る
た
め
、

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

ス
タ
デ
ィ
ー
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て

　
ス
タ
デ
ィ
ー
ク
ー
ポ
ン
事
業

は
、
東
京
都
の
補
助
金
を
活
用

し
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
学
習

塾
費
用
の
一
部
に
充
て
る
、
ク

ー
ポ
ン
券
支
給
事
業
で
あ
る
。

質
問
　
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
。

市
長
　
多
摩
26
市
で
は
、
多
摩

市
と
国
立
市
で
あ
る
。

質
問
　
実
施
す
る
考
え
は
。

市
長
　
現
状
の
支
援
策
で
一
定

の
対
応
が
出
来
て
お
り
、
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

中
央
線
と
青
梅
線
の
速
達
化
・

利
便
性
向
上
に
つ
い
て

質
問
　
三
鷹
・
立
川
間
の
複
々

線
化
の
進
展
状
況
は
。

市
長
　
計
画
は
あ
る
が
、
工
事

着
手
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問
　
中
央
線
快
速
グ
リ
ー
ン

車
導
入
を
ど
う
聞
い
て
い
る
か
。

市
長
　
２
階
建
て
の
グ
リ
ー
ン

車
２
両
を
連
結
し
、
12
両
化
す

る
計
画
。
導
入
は
令
和
５
年
度

末
を
予
定
し
て
い
た
が
、
一
年

程
度
遅
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
促
進
に
向
け
て

《Ｑ》人間ドック費用に助成を！
《Ａ》各種検診を実施しており、助成の考えはない

公立福生病院

濱中　俊男 議員（羽村市議会都民ファーストの会）
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◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

義
よし

徳
のり

高
たか

田
だ

和
かず

登
と

　　冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

尚
ひさ

郎
お

日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

拓
たく

也
や

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

淑
ひで

子
こ

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

俊
とし

男
お

令和かがやき
（立憲・無所属）

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

耕
こう

三
ぞう

世　論

山
やま

崎
ざき

陽
よう

一
いち

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
と

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
つ
い
て

　
近
年
、
若
者
を
中
心
に
注
目

を
集
め
る
新
た
な
競
技
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

採
用
さ
れ
る
見
通
し
の
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
。
巨
大
産
業
に
成
長
す
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

質
問
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
市
の

新
た
な
産
業
の
一
つ
に
な
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
激
し

い
身
体
活
動
を
伴
わ
な
い
こ
と

か
ら
、
年
齢
を
問
わ
ず
取
り
組

み
や
す
く
、
誰
で
も
参
加
し
、

楽
し
め
る
競
技
で
あ
る
。
そ
の

特
性
を
生
か
し
、
新
た
な
産
業

の
一
つ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
、
研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
中
学
校
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

部
を
設
置
し
て
は
。

教
育
長
　
部
活
動
の
地
域
移
行

に
よ
っ
て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
学
校
に
な
か
っ
た
活

動
も
含
め
、
多
様
な
活
動
に
子

供
た
ち
が
参
加
で
き
る
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
く
。

ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
と
市
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
の
年

間
来
園
者
数
は
約
21
万
人
。
現

在
、「
は
む
り
ん
」と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
商
品
な
ど
が
な
く
、

市
の
Ｐ
Ｒ
が
十
分
で
な
い
現
状

が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
　
園
内
で「
は
む
り
ん
」の

グ
ッ
ズ
が
販
売
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
品
揃
え
は
、
指
定
管
理

者
の
経
営
的
な
判
断
に
よ
り
調

整
さ
れ
て
い
る
。
民
間
事
業
者

か
ら
の
意
向
が
市
に
寄
せ
ら
れ

れ
ば
、
ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ

に
繋
げ
る
。

《Ｑ》中学校にｅスポーツ部を設置しては
《Ａ》学校にはない活動も含め、環境整備を進める

池澤　敦 議員（新政会）

ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
内
の
土
産
売
場
の
一
角

特
別
委
員
会
行
政
視
察
報
告

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　

10
月
６
日

　
　
　
航
空
自
衛
隊
横
田
基
地

（
東
京
都
福
生
市
）

　
航
空
自
衛
隊
の
機
能
や
周
辺

地
域
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
情
報
・
意
見
の

交
換
を
通
し
て
、
現
状
と
課
題

を
委
員
間
で
共
有
し
ま
し
た
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
建
設

促
進
及
び
公
共
交
通
対
策
特

別
委
員
会

　
　

11
月
６
日

　
　
　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

株
式
会
社（
東
京
都
立
川
市
）

　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
車
両
や
搭
載

機
器
な
ど
の
見
学
を
行
い
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
事
業
運
営

に
つ
い
て
の
情
報
を
委
員
間
で

共
有
し
ま
し
た
。

日
に
ち　

視
察
先

日
に
ち

視
察
先

お
詫
び
と
訂
正

第
１
４
４
号（
令
和
５
年
11
月
１
日
発
行
）

の
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
高
田
和
登
議
員
の

会
派
名
に
、
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し

く
は「
新
政
会
」で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

▲視察報告書
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令和５年11月１日～令和６年１月31日の主な活動

市議会議員は、定例会や臨時会のほかにも、各々が所属する委員会や一部事務組合等に
関係する会議や視察、研修などにも出席しています。

11月
２日� □第６回文教厚生委員会
� � □第３回議会改革推進委員会
� � □第４回基地対策特別委員会
６日� □�多摩都市モノレール建設促進及び公共交通

対策特別委員会行政視察（多摩都市モノレ
ール株式会社）

� � □�全国市議会議長会基地協議会第107回理事会
８日� □令和５年第２回瑞穂斎場組合議会定例会
13日� □�文教厚生委員会調査研究活動（羽村私立保

育園協議会との懇談会）
� � □文教厚生委員会行政視察（立川市）
� � □全国市議会議長会基地協議会関東部会総会
14日� □第６回議員全員協議会
16日� □�令和５年第３回羽村・瑞穂地区学校給食組

合議会定例会
17日� □�令和５年第３回青梅、羽村地区工業用水道

企業団議会定例会
� � □第６回西多摩市町村議長意見交換会
20日� □東京都市議会議長会理事会・定例総会
24日� □��令和５年第２回西多摩衛生組合議会定例会

・議員全員協議会
� � □�令和５年第２回東京都後期高齢者医療広域

連合議会定例会
27日� □第６回議会運営委員会
� � □令和５年第２回福生病院企業団議会定例会
30日� □�環境まちづくり委員会市民インタビュー（羽

村市農業後継者クラブ学校給食食材生産部）

12月
４日� □第７回議会運営委員会
５日� □第８回議会運営委員会
� � □第４回羽村市議会定例会（初日）

６日� □第４回羽村市議会定例会（２日目）
７日� □第４回羽村市議会定例会（３日目）
８日� □第４回羽村市議会定例会（４日目）
12日� □一般会計等予算審査特別委員会（補正予算）
13日� □第４回環境まちづくり委員会
� � □第７回文教厚生委員会
14日� □第４回総務委員会
18日� □第９回議会運営委員会
20日� □�令和５年度議員研修会（「ハラスメントなぜ

起こる～ハラスメント最新事情　議会対応
について考える～」）

21日� □�第４回羽村市議会定例会（最終日）
22日� □�第４回議会改革推進委員会
25日� □�第７回広報委員会

1月
11日� □�令和６年第１回広報委員会
16日� □�三多摩上下水及び道路建設促進協議会第3

委員会
� � □令和６年第１回議員全員協議会
17日� □�令和６年第１回文教厚生委員会
� � □�令和５年度議員研修会（「『政策に強い議会』

をつくる～その視点と方法～」）
22日� □�東京都三多摩地区消防運営協議会第二部会
� � □第５回議会改革推進委員会
� � □第２回広報委員会
25日・26日
� � □�総務委員会行政視察（大阪府河内長野市・

堺市）
31日� □�全国市議会議長会基地協議会（理事会・総

会・意見交換会）
� � □�令和６年第１回東京都後期高齢者医療広域

連合議会定例会

謹んでお悔やみ申し上げます謹んでお悔やみ申し上げます
大塚あかね議員　
令和５年12月15日ご逝去（享年62歳）
所属会派� 令和かがやき（立憲・無所属）
所属委員会� 文教厚生委員会（委員長）
平成19年５月～�市議会議員（５期目）

令和６年能登半島地震に伴う
災害義援金の送金について
　羽村市議会議員会は、被災され
た方々の一日も早い復興を願い、
１月17日に石川県令和６年能登半
島地震災害義援金口座に10万円を
送金しました。
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行政視察報告
〈
静
岡
県
浜
松
市
〉

エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
マ
ー
ト

�

シ
テ
ィ
に
つ
い
て

市
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　
浜
松
市
は
人
口
79
万
人
。
自
動
車
・

二
輪
車
、
楽
器
等
の
製
造
が
盛
ん
で
あ

る
。
市
民
生
活
や
産
業
を
支
え
る
エ
ネ

10
月
30
日
～
31
日
に
、静
岡
県
浜
松
市
と
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
（
長

野
県
飯
田
市
）を
視
察
し
ま
し
た
。

始
め
た
い
企
業
や
個
人
の
方
に
現
実
的

な
物
件
の
活
用
方
法
や
事
業
プ
ラ
ン
を

考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

34
物
件
を
ス
ク
ー
ル
で
扱
い
、
16
物
件

で
起
業
に
繋
が
っ
た
。
令
和
５
年
度
か

ら
は
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

す
る
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
る
。

取
組
み
の
効
果

　
こ
の
取
組
み
は
地
域
再
興
へ
寄
与
す

る
だ
け
で
な
く
、
職
員
自
ら
空
き
物
件

を
探
し
、
人
材
を
発
掘
す
る
こ
と
で
地

域
と
行
政
が
つ
な
が
る
と
い
う
副
次
的

な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け

た
取
組
み
で
あ
り
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

示
し
方
や
市
民
と
の
協
働
な
ど
、
羽
村

市
に
お
け
る
遊
休
不
動
産
の
活
用
を
考

え
る
際
の
参
考
と
な
っ
た
。

を
活
用
し
た
太
陽
光
・
太
陽
熱
発
電
や

多
摩
川
な
ど
の
水
源
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
な
ど
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
余
地
が
あ
る
。
活
用
に
は
、
自

然
・
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
を
十
分

考
慮
す
る
こ
と
や
、
地
域
と
の
対
話
を

進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
た
。

〈
静
岡
県
浜
松
市
〉

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

遊
休
不
動
産
の
活
用

　
浜
松
市
で
は
中
心
市
街
地
な
ど
で
店

舗
や
オ
フ
ィ
ス
の
減
少
が
続
き
、
遊
休

不
動
産
を
活
用
す
る
取
組
み
と
し
て
、

市
で
事
業
を
始
め
た
い
企
業
・
個
人
向

け
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
で
は
、

市
内
の
空
き
物
件
を
見
学
し
、
事
業
を

ル
ギ
ー
確
保
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
浜
松
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
。
２
０
５
０
年
度
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
自
給
率
１

０
０
％
を
目
標
に
、
日
照
時
間
が
日
本

一
で
あ
る
市
の
特
徴
を
生
か
し
て
、
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
や
廃
棄
物
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
、
小
水
力
発

電
等
の
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
に
㈱
浜
松
新
電
力
を
官

民
の
共
同
出
資
で
設
立
し
、
市
内
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
地
産
地
消
シ

ス
テ
ム
を
担
っ
て
い
る
。
現
在
は
公
共

施
設
を
中
心
に
電
力
を
供
給
し
て
い
る

が
、
今
後
は
市
民
向
け
の
供
給
も
検
討

し
て
い
る
。

羽
村
市
に
お
け
る
省
エ
ネ
の
活
用

　
羽
村
市
で
は
、
民
家
・
工
場
の
屋
根

環
境
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲ 後列左から山崎副委員長、池澤委員、秋
山委員、櫻沢委員、富永委員、前列左か
ら浜松市職員の皆さん、高田委員長

▲ 浜松市では太陽光発電施設の導
入を積極的に行っている

▲ 整備された高架下の公共空間「新川
モール」。休日は様々なイベントが開
かれている
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〈
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー

﹁
エ
ス
・
バ
ー
ド
﹂︵
長
野
県
飯
田
市
︶〉

産
業
振
興
と
人
材
育
成

山
国
・
信
州
で
航
空
宇
宙
産
業
を

　
南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ
ー
は
地

域
産
業
振
興
の
支
援
機
関
。
業
界
団
体

の
事
務
局
や
講
座
室
、
実
験
棟
な
ど
が

置
か
れ
、
新
規
産
業
の
発
展
や
人
材
育

成
を
行
う
中
核
施
設「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
。

　
「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」は
、
南
信
州
広
域

連
合
、
長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
や
信
州
大
学
な
ど
と
連
携
し
運
営
さ

れ
て
い
る
。
信
州
の「
Ｓ
」、
航
空
機
を

「
鳥（
B
I
R
D
）」に
イ
メ
ー
ジ
し
た
愛

称
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）が
高
速

飛
行
実
験
を
し
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
が
展

示
さ
れ
、
来
訪
者
を
迎
え
る
。

　
こ
の
施
設
で
の
取
組
み
の
中
心
は
航

空
宇
宙
産
業
。
航
空
機
部
品
は
気
圧
、

温
度
、
振
動
に
も
耐
え
ら
れ
る
精
度
や

強
度
、
信
頼
性
が
必
要
で
あ
る
。
ね
じ
、

歯
車
、
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
製
品
開
発
に

取
り
組
む
中
小
企
業
の
要
望
に
応
え
て

工
業
技
術
試
験
研
究
所
に
各
種
の
試
験
、

測
定
装
置
を
設
置
し
て
対
応
す
る
。
南

信
州
地
域
の
製
造
業
は
約
３
０
０
社
。

航
空
機
分
野
の
主
要
企
業
は
12
社
で
、

共
同
受
注
や
シ
ス
テ
ム
装
備
品
の
連

携
・
協
働
も
支
援
し
て
い
る
。

工
業
高
校
の
空
き
校
舎
を
活
用

　
飯
田
市
は
人
口
約
10
万
人
。
長
野
県

南
部
の
中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
盆

地
で
、
諏
訪
湖
を
源
流
と
す
る
天
竜
川

の
流
域
。
日
照
時
間
が
長
く
空
気
も
清

廉
。
戦
時
中
に
疎
開
し
た
精
密
機
器
工

業
の
伝
統
も
あ
る
。「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」

の
建
物
は
、
高
校
統
合
の
空
き
校
舎
利

用
を
国
、
県
、
信
州
大
学
と
検
討
し
、

「
航
空
宇
宙
産
業
と
人
材
育
成
」の
拠
点

と
し
て
、
地
方
創
生
交
付
金
10
億
円
や

県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
再
整
備
さ
れ

た
。
施
設
整
備
・
機
器
導
入
に
約
27
億

円
を
投
入
、「
長
野
県
航
空
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」に
沿
い
、
10
年
間
は
航
空

機
研
究
を
優
先
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

大
学
と
の
連
携
で
、
人
材
育
成
も

　

信
州
大
学
の「
航
空
機
シ
ス
テ
ム
研

究
講
座
」は
１
期
４
年
間
で
昨
年
ま
で

に
19
名
が
終
了
し
、
航
空
機
メ
ー
カ
ー

な
ど
に
就
職
し
た
。
ま
た
、
１
０
０
年

先
の
都
市
計
画
と
し
て
の「
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
研
究
講
座
」や「
社
会
人
育
成
講

座
」な
ど
で
人
材
育
成
も
牽
引
。

　
食
品
棟
で
は
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

伝
統
的
な
発
酵
食
品
や
干
し
柿
な
ど
の

乾
燥
食
品
の
研
究
会
を
開
き
、
新
製
品

や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
。
和
紙
を
原
料

に
し
た「
水
引
き
」は
付
加
価
値
の
高
い

逸
品
で
あ
る
。
農
業
、
商
業
、
観
光
な

ど
の
異
分
野
交
流
で
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
も
進
め
、
持
続
可
能
な
地
域
振

興
を
目
指
し
て
い
る
。

太
平
洋
に
開
く
窓

　
飯
田
市
は
中
央
自
動
車
道
で
名
古
屋

ま
で
は
約
１
時
間
半
。
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
飯
田
駅
の
設
置
が
予
定
さ
れ
、
浜

松
市
ま
で
の
高
規
格
道
路
が
完
成
す
れ

ば
太
平
洋
に
開
く
窓
と
な
る
。
ま
た
豊

橋
市
も
加
え
た「
三
遠
南
信
広
域
連
合
」

も
検
討
さ
れ
、
県
境
連
携
の
先
進
モ
デ

ル
と
し
て
約
10
万
事
業
所
で
製
品
出
荷

額
13
兆
円
の
巨
大
経
済
圏
が
期
待
さ
れ

る
。
地
域
の
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
未
来

産
業
に
挑
戦
。
明
確
な
理
念
、
達
成
目

標
を
掲
げ
、
費
用
対
効
果
ま
で
見
通
し

た
将
来
像
で
あ
る
。「
実
直
・
勤
勉
、

努
力
と
忍
耐
、
控
え
め
で
謙
虚
」と
言

わ
れ
る
山
国
・
信
州
人
気
質
か
ら
飛
躍

し
、
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
す
姿
は
ま

さ
に「
エ
ス
・
バ
ー
ド
」で
す
。　

　

こ
の
先
進
的
挑
戦
は
、「
進
取
の
気

性
」を
掲
げ
る
羽
村
市
も
ぜ
ひ
、
参
考

と
し
た
い
。

▲視察報告書

▲ 研究設備や研修講座、行政窓口などさまざま
な機能を備える「エス・バード」

▲ 「エス・バード」エントランスの実験機
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〈
東
京
都
三
鷹
市
〉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

�

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

三
鷹
市
の
取
組
み

　
羽
村
市
教
育
委
員
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
来
年
度
に
全
小
・

中
学
校
で
導
入
し
て
い
く
た
め
に
準
備

を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
や
地
域
の
方
か
ら「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」と
い
う
言
葉

は
ま
だ
馴
染
み
が
な
く
、
わ
か
り
に
く

い
と
の
声
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
早
く
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤

と
し
た
、
小
・
中
一
貫
教
育
を
実
施
し

て
い
る
三
鷹
市
を
視
察
し
た
。

　
三
鷹
市
は
、
公
立
学
校
区
が
７
つ
に

区
分
さ
れ
て
お
り
、
小
学
校
15
校
、
中

学
校
７
校
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
て
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
小
・

中
一
貫
教
育
を
展
開
、
学
校
区
ご
と
を

学
園
と
称
し
、
学
園
単
位
で
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。
各
学
園
で
は
、学
校・

家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
と
権
限

を
も
ち
、
当
事
者
と
し
て「
と
も
に
」手

を
携
え
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
教
育
に

あ
た
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委
員
会
を
設
置
。
学

校
運
営
へ
の
参
画
と
教
育
活
動
へ
の
参

画
の
２
つ
の
面
か
ら
機
能
し
て
い
る
と

い
う
。

　
三
鷹
市
教
育
委
員
会
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り
、
取
組
み
を
各
学
校
で
展
開
し
て

い
く
た
め
に
、
学
校
自
ら
が
、
保
護
者

や
地
域
の
方
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
こ
と
を
伝
え
、
相
互
理
解
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
た
。
そ

の
た
め
、
準
備
委
員
会
な
ど
を
設
け
、

学
校
を
支
え
て
い
る
地
域
の
方
や
保
護

者
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
基
盤
と
し
た
小
・
中
一
貫
教
育

の
取
組
み
の
主
旨
を
熱
意
を
持
っ
て
何

度
も
何
度
も
語
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

ま
た
一
方
で
、
校
長
を
は
じ
め
と
し
た

学
校
関
係
者
に
対
し
て
も
、
繰
り
返
し

何
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
推
進
す
る
の
か
を
説
明
し

て
い
る
。

　
準
備
委
員
会
を
実
施
し
、
各

種
の
団
体
と
の
交
流
・
意
見
交

換
を
実
施
し
て
い
く
中
で
、
我

が
学
校
を
チ
ー
ム
学
校
と
し
て

支
え
て
い
こ
う
と
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ

た
よ
う
に
思
う
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
羽
村
市
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
市

民
に
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
み
を
、

丁
寧
に
積
み
重
ね
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
説
明
し
て
い
く
際
に
、
難

し
い
言
葉
で
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
、
共
感
の
輪
を
広

げ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
文
教
厚
生

委
員
会
と
し
て
も
、
今
後
の
教
育
委
員

会
や
学
校
の
取
組
み
を
注
視
し
て
い
く
。

８
月
14
日
に
東
京
都
三
鷹
市
、11
月
13
日
に
東
京
都
立
川
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

行
政
視
察
報
告

▲ 左から石居委員、金子委員、浜中副委員長、三
鷹市職員の方、大塚委員長、門間委員、菅委員

▲ 担当職員の方に説明を受けました

法
律
に
基
づ
き
学
校
の
運
営
に

つ
い
て
協
議
す
る
委
員
会
で
す
。

学
校
と
保
護
者
の
代
表
の
ほ
か
、

地
域
の
関
係
団
体
や
協
力
者
な
ど

学
園
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
方
が

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇〇学園
三鷹市立〇〇小学校

〇〇学園
三鷹市立〇

〇小学校

〇〇学園
三鷹市立〇〇小学校入

学
式

三
鷹
市
で
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」
を

基
盤
と
し
た

小
・
中
一
貫
教
育
校

に
な
っ
て
お
り

そ
れ
ぞ
れ
を

「
学
園
」
と

呼
ぶ
の
じ
ゃ
！

はじめましてっ！ものしり博士と
助手でーす！

44
月月××

日日 

入
学
式

入
学
式

4
月×

日
入
学
式

〇
〇
学
園
？

市
立
な
の
に
？

建
物
は
別
々
じ
ゃ
が
、

「
三
鷹
市
小
・
中
一
貫

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に

基
づ
く
授
業
を

お
こ
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

教
員
も
学
園
内
の
全
て
の

学
校
に
所
属
し
、

小
・
中
の
乗
り
入
れ

授
業
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

子
ど
も
た
ち
の
9
年
間
の

学
び
に
責
任
を
も
ち
、

学
園
内
の
交
流
に
よ
り
、

一
体
感
の
あ
る
教
育
を

し
て
い
る
ん
で
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

と
も
に
つ
く
る

学
校
の
こ
と
じ
ゃ
。

三
鷹
市
で
は
学
園
ご
と
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

委
員
会
」
が
あ
る
ん
じ
ゃ
よ
。

じ
ゃ
あ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と

い
う
の
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
委
員
会
で
は
、

学
園
・
学
校
の
方
針
を

承
認
し
た
り
、

評
価
し
た
り…

協
議
を
通
じ
て
、

学
校
と
一
緒
に
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
通
わ
せ
た
い

よ
り
よ
い
学
校
を

つ
く
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
よ
。

ど
ん
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
委
員
会
？

子
ど
も
た
ち
の
通
う
学
校
に

つ
い
て
、
先
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
保
護
者
や
地
域
の
方
も

と
も
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
ね
。

考
え
る
だ
け
で
は

な
い
ん
で
す
！

ハカセ

タカミ

タカボー

もの知り博士の
タカです

ハカセの頼れる
助手のタカです

見習い助手のタカの
ボーヤです

タカ 3羽をご紹介！

マンガでわかる みたかの教育　　 マンガでわかる　みたかの教育　～スクール・コミュニティ編～

ど
う
し
て
？

～学園、コミュニティ・スクール編～

小
・
中
一
貫

教
育
？

裏面に続くよ！

どんなことをしているの？

協
議
で
決
め
た
目
標
に

向
か
っ
て
委
員
以
外
の

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
学
校
の
教
育
活
動
を

支
援
し
て
い
る
ん
で
す
。

例
え
ば
、

日
常
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
、

校
外
学
習
の
引
率
補
助

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

ほ
か
に
も
、

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や

放
課
後
の
学
習
支
援
な
ど

様
々
な
取
組
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
方
だ
け
で
は

で
き
な
い
学
び
の
充
実
を

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の

協
力
で
実
現

し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

ス
ク
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
？

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

じ
ゃ
な
く
て
？

学
校
や
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
こ
と
で
、

大
人
同
士
の
交
流
も

生
ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
。

こ
う
し
た
交
流
で
で
き
る

つ
な
が
り
＝
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

広
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

よ
り
多
く
の

人
々
が
つ
な
が
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
が

さ
ら
に
豊
か
に
な
り
ま
す
ね
。

大
人
も
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
を
も
ら
え
る
し
、

新
し
い
出
会
い
や
経
験
を
し
て

自
ら
の
学
び
や
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
交
流
が
増
え
た

と
い
う
声
も

あ
る
ん
で
す
。

スクール・コミュニティでの活動が、スクール・コミュニティでの活動が、
学校づくりだけでなく自分の生きがいや学校づくりだけでなく自分の生きがいや
地域づくりにもつながるんですね。地域づくりにもつながるんですね。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
。

・
・

先
生
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
ん
じ
ゃ
。
校
外
で
の

グ
ル
ー
プ
活
動
は
先
生
一
人
で
は

見
き
れ
な
い
し
、

先
生
以
外
の
社
会
人
か
ら

直
接
話
を
聞
く
の
も

良
い
経
験
じ
ゃ
ろ
。

ど
う
し
て

保
護
者
や
地
域
の
関
わ
り
が

必
要
な
の
？

先
生
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
の
？

楽しみながら楽しみながら
三鷹の子どもたちを三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。ともに育んでいきましょう。

発行：三鷹市教育委員会

三鷹市のホームページ上からもみることができます。

右記の二次元コードからアクセスできます。

ス
ク
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

学
校
や
子
ど
も
た
ち
を

き
っ
か
け
に
し
て
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

つ
な
が
り
の
こ
と
で
す
。

・
・
・
・
・
・

スクール・コミュニティでの活動が、
学校づくりだけでなく自分の生きがいや
地域づくりにもつながるんですね。

楽しみながら楽しみながら
三鷹の子どもたちを三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。ともに育んでいきましょう。

楽しみながら
三鷹の子どもたちを
ともに育んでいきましょう。

キ
ラ
ー
ー
ー
ン

キ
ラ
ー
ー
ー
ン

そ
う
、
そ
れ
が

そ
う
、
そ
れ
が

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

そ
う
、
そ
れ
が

ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

▲ みたかの教育を伝えるために
作成されたリーフレット
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〈
東
京
都
立
川
市
〉

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

﹁
孤
立
の
な
い
ま
ち
﹂

﹁
住
民
が
困
り
ご
と
の
解
決

に
参
加
で
き
る
ま
ち
﹂

を
目
指
し
て

地
域
福
祉
課
を
新
設
し
本
格
実
施

　
令
和
２
年
６
月
の
社
会
福
祉
法
の
改

正
に
よ
り
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
分

野
別
の
支
援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な

い「
複
雑
で
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
」

に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
つ

く
る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
立
川
市
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
取
組
み

の
検
討
・
試
行
を
重
ね
、
令
和
４
年
度

か
ら
本
格
実
施
し
て
い
る
。
８
０
５
０

問
題
、
社
会
的
孤
立
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
な

ど
の
複
合
化
・
多
様
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
相

談
体
制
や
支
援
体
制
を
生
か
し
て
、
生

活
に
身
近
な
場
所
に
お
い
て
ま
る
ご
と

相
談
を
受
け
止
め
る
体
制
を
作
り
、
市

民
、
関
係
団
体
・
事
業
者
等
と
協
働
し
、

孤
立
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。

　
本
格
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
福
祉
課

を
新
設
し
、
相
談
支
援
包
括
化
推
進
員
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
る
。
子
供
、
介
護
・
高
齢
、

障
が
い
、
生
活
困
窮
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
担

当
職
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

分
野
と
連
携
す
る
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を
進
め
、
行
政
内
部
で
も
連
携
会

議
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
や
給
付
等
の
支
援
策
は

行
っ
て
お
ら
ず
、
相
談
事
業
に
よ
る
相

談
者
の
課
題
整
理
へ
の
支
援
や
意
思
決

定
支
援
、
課
題
や
状
況
に
応
じ
た
多
機

関
共
同
事
業
に
よ
る
共
同
事
業
サ
ー
ビ

ス
へ
の
つ
な
ぎ
や
役
割
分
担
を
担
っ
て

い
る
。

地
域
福
祉
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プの

設
置

　
身
近
な
場
所
で
、
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄

れ
る
相
談
や
交
流
、
活
動
の
場
と
し
て
、

地
域
福
祉
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ（
居
場

所
）を
設
置
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し

た
相
談
か
ら
複
雑
化
し
た
困
り
ご
と
の

相
談
へ
の
対
応
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

活
動
で
き
る
地
域
の
多
機
能
拠
点
と
し

行政視察報告

▲視察報告書

て
、
市
内
６
つ
の
福
祉
圏
域
に
各
１
か
所

の
設
置
を
目
指
し
て
い
る
。
地
域
で
の
空

き
部
屋
等
を
活
用
し
、
カ
フ
ェ
や
相
談
、

情
報
交
換
な
ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
近
隣

住
民
の
交
流
を
つ
な
ぐ
活
動
の
場
と
し
て

設
置
し
、
誰
で
も
、
ど
の
地
域
で
も
、
参

加
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

羽
村
市
の
こ
れ
か
ら

　
羽
村
市
で
は
現
在
、
個
別
支
援
体
制
は

各
部
署
の
連
携
が
図
ら

れ
、
複
雑
な
支
援
事
例

に
も
対
応
し
て
い
る
。

今
後
一
層
、
市
民
ニ
ー

ズ
の
複
雑
化
・
多
様
化

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
、
人
材
確
保
や
地
域

の
支
援
参
加
は
不
可
欠

で
あ
る
。
詳
し
い
説
明

を
受
け
て
、
大
き
な
学

び
に
な
っ
た
。

▲ 立川市の担当の方から説明を受けました

人と人、人と地域をつなぎ、
地域での交流の場を増やし、
孤立のないまちをめざします

身近な場所で ふらっと立ち寄れる、
相談や交流、活動の場を広げます

相談支援包括化推進員※3を配置し、
さまざまな専門機関と連携して、
生活の多様な困りごとをまるごと
受け止めます
生活の多様な困りごとをまるごと

３つの重点取組とそのつながり

相談や交流、活動の場を広げます

受け止めます

例えば

例えば

例えば

例えば 例えば

理念に示す、「すべての人が自分らしくいきいきと、生きがいをもって暮らせる地域」をめざして、
立川市では、以下の３つのことを重点的に取り組みます。
３つの重点取組は、互いに補完し合い、ちょっとした相談から複合化・複雑化した困りごとの相談
への対応や、さまざまな人が活躍できる、孤立のない地域づくりを一体的に進めていきます。

大小さまざまな多機能拠点
（仮称）地域福祉アンテナショップ※1の設置

地域福祉コーディネーター※2による地域づくり

身近な圏域で「まるごと」相談を受け止める
体制づくり

※１（仮称） 地域福祉アンテナショップ
裏表紙参照

※２  地域福祉コーディネーター
小地域単位での「孤立のないまち」をめざ
し、住民からの相談対応、住民同士や関係
機関等との連絡調整や情報収集を行いな
がら、住民福祉活動の推進を図っていま
す。現在、立川市内6箇所の福祉圏域に1
名ずつ配置されています。

※３  相談支援包括化推進員
複合化・複雑化した課題に寄り添い的確
に対応するため、各制度ごとの相談支援
機関の総合的なコーディネート等を行い
ます。

市民

同じような困りごとを抱えている
仲間をみつけたい
地域で得意なことを生かしたい
家の空き部屋を地域で活用してほしい

情報がほしい
近所の人と一緒に活動したい

高齢になり、手伝いを頼みたいが、
障害のある子どもには頼れない・・・
子どもの将来も心配 育児と親の介護で大変そうな人がいる

相談先がわからず、生活に困っている人がいる

コミュニティカフェを開きたい
情報を発信したい

▲ 孤立のない地域づくりを一体的に進めるための立川市の取組み
　（ダイジェスト版立川市第 4 次地域福祉計画より）
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議会を見よう！知ろう！
～次の定例会は3月～

以下の方法で議会をご覧いただけます。

議場で傍聴　ライブで！
感染症対策により、傍聴者の健康を守る
観点から、議場にお越しになる際は、咳
エチケットや手指消毒などのご協力をお
願いします。
傍聴の受付は、4階議会事務局で行って
います。

1

ケーブルテレビで生中継
多摩ケーブルネットワーク（TCN）で、本会
議の様子を生中継でご覧になれます。放
送日は横のカレンダーをご参照ください。

2

会議録で読む
会議終了後２か月程度で会議録ができあ
がります。冊子または、羽村市公式ウェ
ブサイトから見ることができます。

4

インターネットで録画中継
開催日の３日後（土・日曜日、祝日を除く）
から、インターネットで録画中継を見る
ことができます。

3

■陳情〆…請願・陳情の3月定例会審議予定分の締切
■議運…議会運営委員会
■常任委…常任委員会（総務、環境まちづくり、文教厚生）
■予特（補正）
…一般会計等予算審査特別委員会（令和5年度補正予算）
■予特…一般会計等予算審査特別委員会（令和6年度予算）
※会議の予定は変更になる場合があります。
　詳細は議会事務局までお問合せください。

しぎかいカレンダー
●第1回定例会（3月）の予定●

	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 2 /16	17	

18	 19	 20	 21	 22	 23	 24	

25	 26	 27	 28	 29	 3 /1	 2	

3	 4	 5	 6	 7	 8	 9	

10	 11	 12	 13	 14	 15	 16	

17	 18	 19	 20	 21	 22	 23	

24	 25	 26	 27	 28	 29	 30

　

　

本会議

常任委

予特

議運

　

陳情〆

　

本会議

常任委

　

　

　

　

議運

　

本会議

予特

　

　

　

　

本会議

　

予特

　

　

　

　

　

予特
（補正）

　

　

本会議

　
12
月
定
例
会
で
は
、
羽
村
駅
西
口
地
区
の

都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る
検
討
報
告
に
関
す

る
一
般
質
問
が
５
人
の
議
員
か
ら
行
わ
れ
た

ほ
か
、
使
用
料
等
の
値
上
げ
を
行
う
条
例
改

正
議
案
が
多
く
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
票

の
写
し
の
証
明
書
を
は
じ
め
、
事
務
手
数
料

や
公
共
施
設
使
用
料
が
対
象
と
な
り
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
市
民
等
以
外
の
使
用
料
金
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
物
価
高
を
鑑
み
、
実
施
時

期
を
遅
ら
せ
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
反

対
・
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て

の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
議
案

な
ど
に
つ
い
て
も
、
お
近
く
の
議
員
を
通
じ

て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
長
い
間
広
報
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

大
塚
あ
か
ね
議
員
が
、
昨
年
12
月
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

（
浜
中
）

【
広
報
委
員
会
委
員
】
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